
高

芙

蓉

に

お
け

る
絵
画
的

側

面

と

出

自

に
関

す

る
若

子

の
考

察

は

じ

め

に

本
研
究
は
高
芙
蓉
の
画
家
と
し
て
の
側
面
を
充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
、

文
人
画
家
と
し
て
の
高
芙
蓉
を
浮
き
彫
り
に
し
、
今
ま
で
不
明
瞭
で
あ
っ
た
芙

蓉
の
出
自
、
ま
た
絵
画
作
品
の
集
成
を
第

一
の
目
的
と
し
て
調
査
を
進
め
て
き

た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
調
査
し
た
事
項
の
う
ち
芙
蓉
の
画
家
と
し
て
の
評
価
を
文
献
に
あ

た
っ
て
引
き
出
し
た
絵
画
的
側
面
と
出
自
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
の
調
査
資
料
を

も
と
に
可
能
な
範
囲
で
押
さ
え
、
今
ま
で
体
系
化
さ
れ
な
か
っ
た
芙
蓉
の
一
断

面
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
纏
め
た
次
第
で
あ
る
。

∧
高
芙
蓉
に
つ
い
て
∨

既
に
高
芙
蓉
に
つ
い
て
は

『
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
』

（
第
二
号
昭
和
五
九
年

八
月

一
〇
日
発
行
）
に

「柳
里
恭
と
高
芙
蓉
」
と
題
し
て
簡
単
な
紹
介
を
し
て

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
芙
蓉
の
基
本
的
な
デ
ー
タ
を
示
す
。

高
芙
蓉
　
生
国
　
甲
斐
国

生
年
　
享
保
七
年

（
一
七
三
二
）

守

屋

正

彦

没
年
　
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）

夫
蓉
は
享
保
七
年
三
月

一
五
日
、
医
師
大
島
尤
軒
の
子
と
し
て
甲
斐
に
生
ま

れ
る
が
、
現
在
出
生
の
場
所
は
判
明
し
な
い
。
本
姓
＝
大
島
、
通
称
＝
逸
記
、

名
＝
孟
彪
、
宇
＝
席
皮
、
後
に
源
、
近
藤
を
名
乗
る
。
落
款

・
印
譜
に
見
る
別

称
に
は
次
の
よ
う
な
名
乗
り
が
見
ら
れ
る
。

一
凶
査
居
、
高
籍
、
士
典
、
氷
窒
、
氷
塞
山
人
、
芙
蓉
軒
、
関
東
、
甲
斐
、

峡
中
逸
民
、
三
岳
道
者
、
芙
蓉
山
人
、
中
岳
蓋
史
、
富
祗
山
房
、　
近
藤
斎

宮
、
用
九
、
高
彪
な
ど
。

芙
蓉
の
著
述
は
印
人
と
し
て
の
も
の
が
多
く
、
没
後
に
経
め
ら
れ
た
も
の
を

併
せ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
象
原
』
、

『
渓
象
千
字
文
』
、

『
古
今
公
私
印
記
』
、

『
条
員
印
譜
』
、

『印
章
例
考
』
、

『
拓
印
叢
』
、

『
渉
喪
日
記
』
、

『芙

蓉

編
』
、

『
中

嶽

稿
』
な
ど
。

一　
高
芙
蓉
の
絵
画
的
側
面
に
つ
い
て

高
芙
蓉
の
本
業
は
儒
者
で
あ
る
。
墓
協
銘
に
従
え
ば

「
嘗
従
二坊
城
菅
公
∴
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習
二典
故
朝
穣
乾
学
こ

と
あ
り
、
現
在
知
り
得
る
最
初
の
仕
官
は
加
賀
藩
前
田

侯
嫡
子
付
儒
官
、
ま
た
芙
蓉
晩
年
に
は
や
は
り
基
偶
銘
に

「
天
明
発
卯
、
宍
戸

侯
聞
三生
名
一、
而
瑕
レ之
ｏ
乃
水
戸
別
封
也
。
生
適
感
工祖
先
ラ
所
由
而
應
ビ之
」

と
あ
り
、　
こ
の
の
ち
宍
戸
侯
の
江
戸
藩
邸
に
向
う
が

「
俄
羅
レ疾
。　
裁
就
二藩

邸
∴

数
日
而
歿
。
」
と
急
逝
を
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
芙
蓉
が
そ
の
名
を
最
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
江

戸
時
代
中
期
の
象
刻
家
の
第

一
人
者
と
し
て
で
あ
り
、
柴
野
栗
山
は

「
印
聖
」

と
し
て
芙
蓉
を
評
価
し
て
い
る
。
芙
蓉
は
秦
、
漢
の
古
銅
印
に
学
び
近
世
古
体

派
と
し
て

一
派
を
な
し
た
。
彼
の
門
に
は
廊
子
琴
、
橘
茂
喬
、
源
美
章
、
稲
毛

屋
山
、
源
惟
良
な
ど
世
評
に
高
い
印
人
が
学
ん
で
お
り
、
蓉
門
十
哲
と
い
う
言

葉
も
生
ま
れ
て
い
る
。

芙
蓉
は
印
人
と
し
て
だ
け
で
な
く

ま
た
文
人
画
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。
芙
蓉
の
画
家
と
し
て
の
評
価
は
余
り
見
ら
れ
な
い
。

『
絵
画
叢
誌
』
に
よ

れ
ば
第
七
三
巻
に

『
蕪
村
と
芙
蓉
』
と
し
て

「
大
雅
堂
の
時
に
南
宗
差
風
の
一

機
軸
を
出
だ
し
名
手
斐
然
と
し
て
袂
を
聯
ぬ
謝
長
疫
蕪
村
、
高
孟
彪
芙
蓉
其
魁

に
し
て
大
雅
の
敵
手
と
蘊
し

一
世
に
喋
く
共
に
其
草
蓋
の
妙
な
る
者
に
至
て
は

風
韻
紙
外
に
途
れ
て
大
雅
轟
落
の
気
以
て
之
に
加
ふ
る
能
は
じ
幾
と
異
膿
同
筆

の
思
ひ
あ
ら
し
む
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
過
分
な
評
価
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
芙
蓉
の
略
伝
に
は
、
彼
の
画
業
に
つ
い
て
記
し
て
い
な
い
例
も
あ
る
。
芙

蓉
の
伝
記
を
伝
え
る
文
献
中
、
彼
の
多
才
な
職
業
を
記
し
て
あ
る
簡
所
を
引
用

し
て
み
る
。

「
蓋
法

一
家
、
儒
フ
業
ト
ス
、
印
フ
刻
ス
ル
フ
以
テ
、
其
名
高
シ
」

（
『
木

朝
古
今
書
蓋
便
覧
』
）

「
以
こ鐵
筆
一舟
レ業
、
篤
二
山
水
一、
」

（
『
豊
乗
要
略
』
）

「
蓋
法

一
家
、
儒
フ
業
ト
ス
、
作
印
象
刻
フ
以
テ
、
其
名
高
ツ
」

（
『
増
補

近
世
逸
人
謝
史
』
）

「
謹
法
甚
気
韻
ア
リ
、　
又
鐵
竿

二
精
巧

ニ
ツ
テ
、
其
名
大
イ
ニ
振
フ
」
、

（
『
古
今
墨
蹟
距
定
便
覧
』
）

「
儒
撃
象
刻
を
以
業
と
す
。
　
ま
た

よ
く

山
水
を
豊
が
く
」

（
『マ扶
桑
名
書

僻
』
）
右
に
見
ら
れ
る
如
く
、
芙
蓉
の
画
家
と
し
て
の
側
面
を
伝
え
る
文
献
が
少
な

い
が
、

『
先
哲
叢
談
続
編
』

（
國
史
研
究
会
　
大
正
六
年
）
で
は
、
芙
蓉
の
絵

画
観
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「
芙
蓉
好
み
て
書
蓋
を
為
す
、
其
筆
を
下

す
時
に
営
り
、
意
匠
経
営
、
形
跡
に
在
ら
ず
し
て
、
運
筆
に
在
り
。　
細
大
疎

密
、
亦
た
ぐ
意
の
適
す
る
所
な
り
。
是
を
以
て
、
時
あ
り
て
書
す
れ
ば
、
或
は

蓋
の
用
筆
に
似
た
り
、
書
け
ば
或
は
書
の
僑
亀
に
似
た
り
、
或
は
董
見
の
塗

昧
、
殷
審
す
る
所
は
、
悟
と
し
て
意
に
入
り
せ
ず
、
常
に
柳
洪
園
銘
ｍ
緒
接
ぃ

鴨
斐ｔま
魁
燃
庁
喧
雑

・
池
大
雄
妬
魏
陳
絡
Ｆ
痔
凱
潰
触
師
の
人
な
り
と
友
と
し
善

し
、
二
人
皆
書
書
を
善
く
し
、
其
持
論
、
立
説
、
芙
蓉
と
同
じ
門
を
此
に
専
ら

に
す
る
者
、
今
に
至
り
て
、
遺
訣
を
奉
崇
せ
ざ
る
な
し
」
と
記
し
て
い
る
。

『
池
大
癒
家
譜
』
寛
保
元
年
の
条
に

「
初
テ
高
孟
彪
卜
友
タ
リ
」
と
あ
る
。
大

雅
と
芙
蓉
の
親
交
に
つ
い
て
は
既
に
有
名
で
あ
り
、
大
雅
作
品

「
陸
隈
奇
勝
図

巻
」
の
巻
首
に

「
陸
奥
奇
勝
」
の
題
字
を
書
き
、　
コ
同
籍
」
と
款
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
両
者
の
付
き
合
い
は
単
に
文

人
同
士
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
芙
蓉
が

大
雅
の
妻

玉
瀾
に

「
梅
竹
清
友
図
」

（
写
真
）
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
い
知
れ
る
。

芙
蓉
の
画
業
は
大
雅
と
共
に
あ
り
、
雲
一岳
道
者
」
の
号
を
大
雅
、
韓
天
壽
と

共
用
し
て
い
る
。
こ
の
号
は
富
士
、
白
山
、
立
山
を
踏
破
す
る
に
あ
た
っ
て
の

号
で
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
一
一
年
後
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の
宝
暦

一
〇
年

（
一
七
六
〇
）
に
は
再
び
白
山
、
立
山
に
登
っ
て
、
妙
高
、
黒

姫
か
ら
戸
隠
、
善
光
寺
に
参
詣
し
、
江
戸
に
入
る
。
帰
途
富
士
の
八
合
目
ま
で

登
っ
た
あ
と
、
帰
京
し
て
い
る
。
こ
の
時
二
人
合
作
に
よ
る

「
三
岳
紀
行
図
屏

風
」
を
遺
し
て
い
る
。

『
先
哲
叢
談
』
に
は

「芙
蓉
は
富
士
山
に
登
る
こ
と
、
前
後
三
次
、
幽
を
探

り
勝
を
窮
め
て
、
自
ら
山
嶽
の
真
景
を
用
し
、
百
芙
蓉
固
と
口
ふ
、
是
よ
り
先

き
、
末
だ

此
睾
を
な
す
者
あ
ら
ず
、
後
人
富
士
を
き
く
者
、
多
く
皆
之
に
核

る
、
此
よ
り
後
、
別
に
中
嶽
蓋
史
と
琥
す
」
と
あ
る
。

芙
蓉
の
絵
画
に
お
け
る
鑑
識
、
芸
術
家
を
見
抜
く
限
は
相
当
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
美
蓉
晩
年
の
絶
蓋
に
お
け
る
弟
子
青
木
木
米
が
、
中
国
の
製
陶
の
技
法
書

と
し
て
知
ら
れ
る

『
陶
説
』
の
写
本
に
付
し
て
、
奥
殿
城
主
松
平
乗
羨
に
贈
呈

し
た

「奥
殿
侯

二
上
ル
書
」
に
記
さ
れ
た
自
伝
に
高
芙
蓉
に
中
国
美
術
に
つ
い

て
学
び
、

「
銅
器
玉
財
銭
貨
之
類
」
の
鑑
賞
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
す
る
諸
本

を
読
ん
だ
こ
と
が
伺
え
る
。
芙
蓉
は
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
に
京
都
か
ら
江

戸
に
移
っ
て
い
る
の
で
、
芙
蓉
が
木
米
の
才
能
を
見
い
出
し
育
成
し
た
の
は
木

米
が
十
代
の
こ
と
で
あ
る
。

芙
蓉
の
鑑
識
眼
に
つ
い
て
は

『
先
哲
叢
談
』
中
に
も
触
れ
て
お
り
、

「
又
書

豊
の
肇
定
に
長
じ
、　
一
見
立
ど
こ
ろ
に
真
偽
を
塀
ず
、
今
時
賞
艶
を
以
て
家
を

成
す
者
、
其
遺
論
を
俸

へ
爾
し
て
我
士
宋
、
元
以
降
の
古
書
轟
を
鑑
識
す
る
の

濫
鮪
と
為
す
」
と
あ
る
。
芙
蓉
の
文
人
的
態
度
は
印
人
と
し
て
、
ま
た
画
家
と

し
て
中
国
の
古
典
に
学
ぶ
姿
勢
が
見
ら
れ
、
絵
画
に
お
い
て
も
画
風
が
本
格
的

な
南
画
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
芙
蓉
の
絵
は
極
め
て
手
本
に
則
っ

た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
芙
蓉
の
絵
画
的
側
面
は
画
家
と
し
て
の
評
価
よ

り
、
秀
れ
た
鑑
識
家
と
し
て
当
時
の
画
壇
を
代
表
す
る
池
大
雄
や
青
木
木
米
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い江
（
１
）
加
賀
藩
前
田
侯
嫡
子
付
の
儒
官
に
つ
い
て
は
、
彰
城
百
川
が
、
芙
蓉

に

「
山
渓
水
閣
図
」
を
贈
っ
て
お
り
、
添
書
に

「
シ
百
川
山
渓
水
閣
絹

上
豊
横
幅
、
向
高
孟
典
官
二遊
北
越

時
、
所
工窮
而
銭
贈
一物
、
今
為
二

七
僧
居
士
蔵
虫

余
所
譜
傍
二梅
沙
腑
一筆
、　
其
轟
障
林
木
χ
慈
之
淀
最

有
レ妙
、
貨
是
平
生
之
合
作
也
。　
丙
子
歳
春
三
月
八
日
　
池
無
名
三
岳

道
者
題
」
と
あ
る
。

一
一　
高
芙
蓉
の
出
自
に
つ
い
て

高
芙
蓉
に
関
す
る
記
事
を
扱
っ
た
文
献
の
全
て
が
彼
の
出
生
の
地
を

「
甲
斐

国
高
梨
郡
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、　
響
画
を
氏
と
せ
る
は
郡
名
よ
り
取
り
し
も

の
」
と
す
る
文
献
ま
で
見
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
甲
斐
の
国
に
は
郡
名
に

「
高
梨
郡
」
は
な
く
、
古
来
、

「
山

梨
郡
」
あ
る
い
は

「
巨
摩
郡
」
が
盆
地
に
お
け
る
郡
名
で
あ
っ
て
、

「
高
を
氏

高芙蓉筆 梅竹清友図
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“
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の
宝
暦

一
〇
年

（
一
七
六
〇
）
に
は
再
び
白
山
、
立
山
に
登
っ
て
、
妙
高
、
黒

姫
か
ら
戸
隠
、
善
光
寺
に
参
詣
し
、
江
戸
に
入
る
。
帰
途
富
士
の
八
合
目
ま
で

登
っ
た
あ
と
、
帰
京
し
て
い
る
。
こ
の
時
二
人
合
作
に
よ
る

「
三
岳
紀
行
図
麻

風
」
を
遺
し
て
い
る
。

『
先
哲
叢
談
』
に
は

「
芙
蓉
は
富
士
山
に
登
る
こ
と
、
前
後
三
次
、
幽
を
探

り
勝
を
窮
め
て
、
自
ら
山
嶽
の
真
景
を
痢
し
、
百
芙
蓉
圏
と
口
ふ
、
是
よ
り
先

き
、
末
だ
此
睾
を
な
す
者
あ
ら
ず
、
後
人
富
士
を
き
く
者
、
多
く
皆
之
に
嫁

る
、
此
よ
り
後
、
別
に
中
嶽
謎
史
と
琥
す
」
と
あ
る
。

芙
蓉
の
絵
画
に
お
け
る
鑑
識
、
芸
術
家
を
見
抜
く
眼
は
相
当
で
あ
っ
た
ら
し

く
、
芙
蓉
晩
年
の
結
養
に
お
け
る
弟
子
青
木
木
米
が
、
中
国
の
製
陶
の
技
法
書

と
し
て
知
ら
れ
る

『
陶
説
』
の
写
本
に
付
し
て
、
奥
殿
城
主
松
平
乗
羨
に
贈
呈

し
た

「奥
殿
侯

二
上
ル
書
」
に
記
さ
れ
た
白
伝
に
高
芙
蓉
に
中
国
美
術
に
つ
い

て
学
び
、

「
釦
器
玉
財
銭
貨
之
類
」
の
鑑
賞
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
す
る
諸
本

を
読
ん
だ
こ
と
が
伺
え
る
。
芙
蓉
は
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
に
京
都
か
ら
江

戸
に
移
っ
て
い
る
の
で
、
芙
本
が
木
米
の
才
能
を
見
い
出
し
育
成
し
た
の
は
木

米
が
十
代
の
こ
と
で
あ
る
。

芙
蓉
の
鑑
識
眼
に
つ
い
て
は

『
先
哲
叢
談
』
中
に
も
触
れ
て
お
り
、

「
又
書

出
の
築
定
に
長
じ
、　
一
見
立
ど
こ
ろ
に
真
偽
を
糾
ず
、
今
時
賞
艶
を
以
て
家
を

成
す
者
、
其
遺
論
を
偉

へ
爾
し
て
我
士
宋
、
元
以
降
の
古
書
蓋
を
鑑
識
す
る
の

濫
肺
と
為
す
」
と
あ
る
。
芙
蓉
の
文
人
的
態
度
は
印
人
と
し
て
、
ま
た
画
家
と

し
て
中
国
の
古
典
に
学
が
姿
勢
が
見
ら
れ
、
絵
画
に
お
い
て
も
画
風
が
本
格
的

な
南
画
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
芙
蓉
の
絵
は
極
め
て
手
本
に
則
っ

た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
芙
蓉
の
絵
画
的
側
面
は
画
家
と
し
て
の
評
価
よ

り
、
秀
れ
た
鑑
識
家
と
し
て
当
時
の
画
壇
を
代
表
す
る
池
大
雅
や
青
木
木
米
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い江
（
１
）
加
賀
藩
前
田
侯
嫡
子
付
の
儒
官
に
つ
い
て
は
、
シ
城
百
川
が
、
芙
蓉

に

「
山
渓
水
閣
図
」
を
贈
っ
て
お
り
、
添
書
に

「
彰
百
川
山
渓
水
閣
絹

上
蓋
横
幅
、
向
高
流
典
官

・遊
北
越

時
、
所
二痛
前
餞
贈
一物
、
今
為
二

七
僧
居
士
蔵
∴

余
所
譜
傍
二梅
沙
婉
一筆
、　
共
墨
峰
林
木
χ
慈
之
虎
最

有
ゾ妙
、
賞
是
平
生
之
合
作
也
。　
丙
子
歳
春
三
月
八
日
　
池
無
名
三
岳

道
者
題
」
と
あ
る
。

一
一　
高
英
蓉
の
出
自
に
つ
い
て

高
芙
蓉
に
関
す
る
記
事
を
扱
っ
た
文
献
の
全
て
が
彼
の
出
生
の
地
を

「
甲
斐

国
高
梨
郡
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
高
を
氏
と
せ
る
は
郡
名
よ
り
取
り
し
も

の
」
と
す
る
文
献
ま
で
見
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
甲
斐
の
国
に
は
郡
名
に

「
高
梨
郡
」
は
な
く
、
古
来
、

「
山

梨
郡
」
あ
る
い
は

「
巨
摩
郡
」
が
盆
地
に
お
け
る
郡
名
で
あ
っ
て
、

「
高
を
氏

高芙蓉筆 梅竹清友図
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と
せ
る
は
郡
名
」
と
す
る
の
は
、
甲
斐
国
の
郡
の
在
り
方
か
ら
す
る
な
ら
、
後

世
の
憶
測
に
よ
る
記
載
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
芙
蓉
の
出
生
に
お
け
る
疑
間
は
、
あ
る
い
は
芙
蓉
が
甲
斐
の
国
の

出
身
で
あ
る
こ
と
に
も
疑
い
を
抱
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
芙
蓉
の
出
自

に
つ
い
て
は
明
確
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
芙
蓉
の
甲
斐

の
国
に
お
け
る
記
録
は
、
彼
の
没
後
二
〇
年
を
経
て
完
成
し
た

『
甲
斐
国
志
』

に
は
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。

高
芙
蓉
が
甲
斐
国
の
人
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
前
記
し
た
よ
う
に
多
く
の
文

献
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
後
世
の
孫
引

き
に
よ
り
潤
色
さ
れ
た
き
ら
い
が
あ
り
、
彼
の
出
自
の
原
拠
は
、
現
在
、
東
京

（
２
）

都
港
区
愛
宕
下
に
あ
る
天
徳
寺
の
墓
偶
銘
に
依
っ
た
も
の
で
、
そ
の
銘
文
を
典

拠
に
多
く
の
芙
蓉
の
経
歴
を
伝
え
る
文
献
が
記
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
本
稿
で
は
こ
の
墓
偶
銘
を
中
心
に
出
自
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

芙
蓉
の
墓
鴨
銘
は
現
在
天
徳
寺
に
あ
る
が
、
戦
前
は
小
石
川
の
無
量
院
に
あ

つ
た
も
の
で
、
天
明
六
年
丙
午
四
月
に
刻
ま
れ
、
下

っ
て
文
化
壬
申

一
〇
月
に

建
て
ら
れ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
芙
蓉
の
没
年
が
天
明
六
年
で
あ
る
か
ら
二
年

後
に
刻
ま
れ
、
三
十
有
余
年
を
経
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

選
文
は
淡
海
竺
常

（
一
七

一
九
十

一
八
〇

一
、
相
国
寺
大
典
禅
師
）
で
、
そ

の
書
を
親
友
の
幹
天
寿
が
書
い
て
、
門
弟
で
あ
っ
た
橋
茂
喬

（
一
七
三
五
十

一

七
九
四
、
初
代
濱
村
蔵
六
）
が
刻
ん
で
い
る
。
墓
表
の

「芙
蓉
大
島
先
生
墓
」

は
池
大
雅
の
字
を
遺
墨
よ
り
集
め
て
、
や
は
り
門
弟
の
稲
毛
屋
山

（
一
七
五
五

十

一
八
三
二
）
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

芙
蓉
の
生
い
た
ち
は
、
池
大
雅
の
生
い
た
ち
以
上
に
不
明
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
が
、
掲
文
よ
り
芙
蓉
の
出
自
に
関
す
る
衝
所
を
拾
い
出
し
て
見
る
と
、

「
甲
斐
高
梨
人
」

「
某
先
為
上
毛
新
田
氏
之
族
」

「
王
父
某
仕
水
戸
義
公
司
庫
蔵
坐
事
免
職
　
去
而
居
甲
之
高
梨
」

「
父
尤
軒
業
徳
本
氏
之
警
」

右
の
衝
所
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち

「
甲
斐
高
梨
人
」
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
後

述
の
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は

「
其
先
為
上
毛
新
田
氏
之
族
」
か
ら
検
討
し
て
見

る
こ
と
と
す
る
。

芙
蓉
の
姓
は
生
涯
に

「
大
島
」

。
「
近
藤
」

。
「
源
」

。
「
高
」
の
名
乗
り

が
あ
が
る
、
基
本
的
に
は
掘
支
に
記
さ
れ
た

「
大
島
」
が
最
初
の
姓
で
あ
り
、

「
近
藤
」

「
源
」

「
高
」
に
つ
い
て
は
詳
細
は
後
述
す
る
が
後
か
ら
芙
蓉
の
名

乗
っ
た
姓
で
あ
る
。

「
大
島
」
姓
は

『
尊
早
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
上
野
国
新
田

郡
の
大
島
七
郷
を
首
字
の
地
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
偶
文

で
は
そ
れ
を
引
用
し
た
も
の
で
、
高
芙
蓉
の
本
来
の
姓
が

「
大
島
」
で
あ
る
こ

と
を
証
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
は
次
に
記
さ
れ
た

「
王
父
某
仕
水
戸
義
公
司
庫
蔵
坐
事
免

職
　
去
而
居
甲
之
高
梨
」
に
も
関
連
が
あ
る
。

「
大
島
」
姓
で
水
戸
義
公
の
時
に

「
司
庫
蔵
坐
事
免
職
」
と
な
っ
た
先
祖
に

正
勝

腱
鱗
厨

|  |
正   某
友    庄
| 四  見衛
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急
 :醤

|  |
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五
郎
兵
衡

稲
垣
平
之
允

弟
十
左
衛
関
重
元

義
子
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つ
い
て
は

『
水
府
系
纂
』
に
偶
文
と
符
合
す
る
記
載
が
見
ら
れ
る

（
茨
城
県
歴

史
館
小
川
知
二
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
。

『
水
府
系
纂
』
に
よ
れ
ば
、

「
大
島
庄
衛
門
某
」
の
記
載
が
そ
れ
で
、
こ
れ

に
よ
る
と
父

「
正
勝
」
の
子
に

「
某
　
庄
衛
門
」
が
あ
り
、

「
賞
逸
見
道
悦
某

男
也
」
と
あ
る
。
系
図
の
あ
と
に
、

「
大
島
庄
衛
門
某
賞

ハ
松
平
和
泉
守
乗
壽

警
師
逸
見
道
悦
来
力
男

ニ
テ
乗
壽
家
士
外
祖
父
大
島
長
兵
衛
正
勝
養
子
ト
ナ
リ

大
島
フ
冒
ス
賃
妹
確
随
蛎
動
奥
方
．．
奉
仕
ス
ル
故
フ
以
テ
寛
文
年
中
義
公
百
石
フ

賜
テ
輿
カ
ト
ナ
ル
八
年
戊
申
正
月
十
九
日
土
蔵
番
ト
ナ
″
九
年
己
酉
六
月
二
十
五
日

山
口
宗
兵
衛
某
卜
共
二
改
易
セ
ラ
ル
鱒
来′、
瘍
應
幣

二山
帥
蒜
兵
」
と
書
か
れ
て
お

り
、
丁
度
芙
蓉
の
協
文
に
相
応
す
る
内
容
で
あ
る
。

鴨
支
に
い
う

「
王
父
」
は
通
常
死
ん
だ
祖
父
を
尊
称
し
て
い
う
が
、
こ
こ
に

記
さ
れ
た
庄
衛
問
は
覧
文
八
年

（
一
六
六
八
）
に
上
蔵
番
と
な
り
、
翌
九
年
に

は
改
易
と
な
る
。
こ
の
時
が
庄
衛
門
の
何
才
の
頃
で
あ
っ
た
か
は
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
二
〇
歳
の
頃
と
す
る
な
ら
ば
西
歴
で

一
六
四
八
年
頃
に
は
既
に
彼
は

生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
芙
蓉
が
生
ま
れ
た
の
は
享
保
七
年
盆

七
二
三
）

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
王
父
の
生
年
を

一
六
四
八
年
と
し
て
差
し
引
く
と
七
四

年
の
開
き
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
Ｌ
言
う

「
王
父
」
が
祖
父
に
あ
た
る
か
は
い
さ

さ
か
判
然
と
せ
ず
、
疑
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
あ
る
い
は
祖
々
父
あ
た
り
を
さ
し

た
な
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
鴨
支
と

「
大
島
庄
衛
門
」
の
経
歴
と
は

一
致
す
る
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
芙
蓉
の

「
王
父
」
が
水
戸
義
公
に
仕
え
て
い
た

「
大
島
庄
衛
門
」
に

相
当
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
ま
ち
が
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は

『水
府
系
纂
』
の

「
山
口
宗
兵
衛
」
の
箇
所
に
も
記
さ
れ
、
改

易
の
内
容
が
庄
衛
門
の
条
よ
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

「
…
…
九
年
己
百
六

月
二
十
五
和
大
島
庄
衛
門
某
卜
共

二
営
番
ノ
時
夜
中
賊
徒
入
テ
御
金
蔵
フ
破
ル

ト
イ
ヘ
井
物
フ
盗
ム
事
叶

ハ
ス
シ
テ
遂

二
逃
去
ル
両
人
是
フ
不
知
逃
去
シ
ム
ル

フ
以
テ
共

二
改
易
セ
ラ
ル
」
と
あ
り
、
改
易
の
理
由
を
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。

こ
の
両
名
の
改
易
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
直
接
の
欠
料
を

今
の
と
こ
ろ
見
い
出
し
得
な
い
が
、
山
口
宗
兵
術
の
系
図
に
は
四
人
の
男
子
が

記
さ
れ
、
二
男
吉
久
の
子
に
つ
い
て
は
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
宗
兵
術
の
跡

に
家
書
が
続
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
大
島
庄
衛
門
の
場
合
は
改
易
後
に
つ
い
て

何
も
触
れ
て
い
な
い
が
、
偶
文
に
い
う

「
去
而
居
甲
之
高
梨
」
に
移
住
と
見
徴

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
や
は
り
弼
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る

「
天
明

癸
卯
、
宍
戸
候
聞
生
亀
、
而
聘
之
。
乃
水
戸
別
封
也
。
生
適
感
祉
先
所
由
而
應

之
。
」
と
も
符
合
し
て
い
る
。

芙
蓉
の
父
に
つ
い
て
は
鴨
文
に

「
父
尤
軒
業
徳
本
氏
之
警
」
と
あ
る
が
、
尤

軒
に
つ
い
て
は

『
甲
斐
国
儒
医
列
伝
』
あ
る
い
は

『
甲
斐
国
志
』
の
関
連
す
る

箇
所
に
も
見
い
出
せ
な
い
。

以
上
芙
蓉
の
硼
支
に
お
け
る
出
自
に
関
連
す
る
事
項
を
検
討
し
た
わ
け
で
あ

る
が
、
協
文
以
外
で
芙
蓉
の
事
蹟
を
詳
細
に
記
し
た
も
の
に

『
先
哲
叢
談

（
続

編
）
』
が
あ
る
。
本
書
は
國
史
研
究
会
が
大
正
六
年
に
発
行
し
た
も
の
で
、
文

中
鴨
文
以
上
に
詳
述
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
弼
文
で
は

「
王
父
某
」
と
い
う
衝
所
は

「
祖
父
六
郎
某
」
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た

「
甲
斐
高
梨
人
」
は

「
甲
斐
の
高
梨
郡
名
取
邑
に
」
生
ま
れ
た

こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
何
を
典
拠
と
し
た
記
載
で
あ
る
の
か
現
在
の
と

こ
ろ
は
っ
き
り
し
な
い
が

「
甲
斐
の
高
梨
郡
」
の
ほ
か
に

「
名
取
邑
」
と
加
え

た
り
、
祖
父
も

「
六
郎
某
」
と
す
る
あ
た
り
は
偶
支
以
外
に
詳
述
の
芙
蓉
伝
が

あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
述
し
た
よ
う
に
甲
斐
の
郡
名
は

「
山
梨
郡
」
あ
る
い
は

「
巨
摩
郡
」
が
国
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中
地
方
、
い
わ
ゆ
る
甲
府
盆
地
に
お
け
る
郡
名
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
芙

蓉
の
出
身
地
が

両
郡
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
が

焦
点
と
な
る
が
、　
音
と
し
て
の

類
似
で
は

「
高
梨
郡
」
と

「
山
梨
郡
」
が
近
似
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま

い
。
た
だ

「
名
取
邑
」
と
あ
る
の
は
、
山
梨
郡
に
見
当
ら
ず
、
巨
摩
郡
に

「
名

取
新
田
」

（
現
、
竜
王
町
名
取
）
の
地
名
が
見
ら
れ
、
こ
の
地
は
近
世
に
あ
っ

て
は
巨
摩
郡
大
下
条
村
の
一
部
に
所
属
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
郡
名

コ
局
梨
」
を
疑
い
、

「
名
取
邑
」
と
い
う

村
名

は
な

く
、
こ
の
場
合
の
地
名
も
こ
の
頃
の
入
植
に
よ
る
開
拓
さ
れ
た
土
地
名
で
あ
る

か
ら

「
名
取
邑
」
と

「
名
取
新
田
」
が
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
は
や
は
り
疑

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
芙
蓉
の
同
時
代
の
親
友
の
手
に
な
っ
た
偶
文

が
最
も
信
頼
に
足
り
う
る
資
料
で
あ
る
が
そ
の
後
の
潤
色
の
過
程
で
い
く
つ
か

の
芙
蓉
を
紹
介
す
る
文
献
が
生
ま
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

芙
蓉
が

甲
斐
国
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
先
に
示
し
た
基
脳
銘
や

『
水
府
系

纂
』
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
芙
蓉
自
身
の
使
用
印
や
作
品
か

ら
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

芙
蓉
の
使
用
印
に
つ
い
て
は

『芙
蓉
軒
私
印
譜
』
に
詳
し
い
が
、
こ
の
中
に

芙
蓉
の
弟
子
で
あ
る
源
惟
良
の
刻
ん
だ
印
に

「
甲
斐
源
孟
彪
印
」
、

「
甲
斐
源

氏
家
蔵
」
が
あ
り
、
ま
た
、

「
峡
中
逸
民
」
の
印
も
別
に
見
る
。
峡
中
は
甲
府

盆
地
を
指
し
、
芙
本
が
生
ま
れ
た
享
保
年
間
に
は
既
に

「
峡
中
」
の
名
前
は

一

般
化
し
て
い
る
も
の
と
見
え
、
こ
抄
類
に
は
柳
沢
吉
保
儒
置
荻
生
包
休
も
来
甲

し
て

『
峡
中
紀
行
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
ま
た

「
逸
民
」
は
中
国
の
階
級
で
い

え
ば
士
大
夫
、
処
士
と
い
っ
た
社
会
的
に
言
う
と
こ
ろ
の
上
流
階
級
に
所
属
し

な
い
人
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
地
位
を
棄
て
た
人
を
指
す
。
従
っ
て
芙
蓉
の

出
身
が

こ
の
使
用
印
に
よ
っ
て

甲
斐
の
峡
中
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
こ
の
こ
と

は
、
作
品
の
上
か
ら
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
松
下
芙
麿
氏
が

『高
芙
蓉
純

記
』
の
中
で

「
芙
蓉
と
甲
斐
と
の
関
係
は
お
ば
ろ
で
あ
る
が
、
自
ら

「
開
東
」

（献
陽
巻「
雖
煙
）
と
記
し
、
ま
た

「
甲
斐
」
ｒ
予「
酪
螺
松
）
と
自
書
し
た
作
が
あ

る
の
で
、生
國
は
当
然
甲
斐
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
指
摘
し
て
卜
る
。

以
上
、
高
芙
蓉
の
出
自
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
芙
蓉
が
甲
斐
国
出
身
で
あ

る
こ
と
は
、
偶
文
を
裏
付
け
る
文
献
、
印
譜
等
に
よ
り
恐
ら
く
は
ま
ち
が
い
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
芙
蓉
の
甲
斐
に
お
け
る
事
Ｈ
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
そ
れ
を
伝
え
る
文
献
は
見
い
出
せ
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
偶
支
に

「
父

尤
軒
業
二徳
本
氏
之
警
一、
而
生
不
レ
好
レ馨
、
弱
冠
遊
一一京
師
一、
遂
至
レ
成
レ名
。」

と
あ
る
よ
う
に
、　
芙
蓉
の
上
京
が
か
な
り

早
い
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。
松
下
芙
麿
氏
は
前
出
の

『高
芙
蓉
純
記
』
の
中
で

「
私
は
こ
の
芙
本
の
遊

学
が
、
同
國
の
先
輩
で
あ
る
加
賀
美
櫻
端

（窮
組
醗
群
昨
騨
裟
鄭
卿
五
鞠
酬
庁

椒
↑
十
二
）
に
関
係
あ
り
は
し
な
い
か
と
思
う
が
、
ま
だ
何
ら
の
資
料
を
も
見

て
い
な
い
。
」
と
、
甲
斐
の
儒
学
者
加
賀
美
光
章
が
芙
蓉
の
上
京
に
関
係
し
た

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
乍
ら
芙
蓉
の
櫻
鳩
師
事
に
つ
い
て

の
記
録
は
見
ら
れ
ず
、
本
来
芙
蓉
が
前
述
の
名
取
新
日
の
出
身
と
考
え
る
な
ら

ば
、
極
め
て
近
く
に
同
年
配
の
山
縣
大
弐
あ
る
い
は
彼
の
兄
で
あ
る
野
沢
昌
樹

が
お
り
、
し
か
も
こ
の
兄
弟
は
共
に
加
賀
美
櫻
鳴
の
問
下
で
あ
る
か
ら
、
も
し

芙
蓉
が
櫻
鳩
門
下
で
あ
る
な
ら
ば
関
連
す
る
文
献

・
資
料
が
有
る
筈
で
あ
る
。

残
念
年
ら
芙
蓉
の
櫻
鳴
師
事
に
つ
い
て
は
見
い
出
し
難
く
、
ま
た
芙
蓉
の
父
尤

け
に
つ
い
て
も
あ
る
い
は
祖
父
に
関
連
す
る
文
献
も
現
在
の
と
こ
ろ
見
い
出
せ

な
い
の
で
あ
る
。

い江
（
１
）
芙
蓉
の
出
自
に
関
す
る
文
献

「
姓
は
源
、
大
島
氏
、
一局
氏
。
摩
触
、
名
は
孟
彪
、
字
は
儒
皮
、
芙

-126-―



蓉
、　
ま
た
永
堅
、
ま
た
一函
右
居
と
琥
す
、　
通
綺
逸
記
、　
甲
斐
図
人
」

（
『芙
桑
名
豊
博
』
巻
四
十
五
　
雑
家
）

「
芙
蓉
、
高
氏
、
後
源
氏

二
改
ム
、
名

ハ
孟
彪
、
字
需

ハ
皮
、　
一
ツ

ノ
琥

ハ
永
堅
、
通
種
大
島
逸
記
、
甲
斐
ノ
人
」

（
『
木
朝
古
今
書
き
便

覧
』
五
十
九
）

「
大
島
芙
蓉
、
名
彪
、
字
儒
皮
、
甲
斐
人
」
（
『
豊
乗
要
略
』
巻
下
）

「
高
芙
蓉
、
本
姓
近
藤
、
自
ラ
修
シ
テ
高
ト
ス
、
後
源

二
改
ム
、
名

孟
彪
、
字
儒
皮
、
俗
臓

ハ
大
島
逸
記
、
甲
斐
ノ
産
」

（
『増
補
近
世
逸

人
謹
史
』
巻
上
）

「
大
島
芙
蓉
、
名

ハ
孟
彪
、
字

ハ
儒
皮
、
芙
蓉
卜
琥
ス
、
甲
州
高
梨

ノ
人
、
自
締
ン
テ
、
高
フ
氏
ノ
如
ク
ス
」

（
『古
今
墨
蹟
些
定
便
覧
』

豊
家
之
部
）

「
祖
父
六
郎
某
に
至
り
て
、
始
め
て
水
府
に
仕
か
、
後
、
事
に
坐
し

て
藤
を
奪
は
れ
、
去
り
て
甲
斐
の
高
梨
郡
名
取
邑
に
居
る
」

（
『先
哲

叢
談
』
続
編
）

「
芙
蓉
名

ハ
粧
彪
字

ハ
儒
皮
。
芙
蓉

ハ
そ
の
号
な
り
甲
州
高
梨
の
人

に
し
て
高
氏
な
り
」

（
『兼
護
堂
雑
録
』
巻

一
）

「
大
島
芙
蓉
名

ハ
孟
彪
字

ハ
儒
皮
芙
蓉

ハ
そ
の
号
な
り
甲
州
高
梨
の

人
な
り
」

『名
家
尋
博
』
）

（
２
）

『
高
芙
蓉
墓
脳
銘
』

所
在
地
　
浄
土
宗
光
明
山
天
徳
寺

東
京
都
港
区
芝
西
久
保
巴
町

芙
蓉
生
者
、
名
孟
彪
。
字
儒
皮
。
姓
大
島
。　
甲
斐
高
梨
人
。
共
先

為
二
上
毛
新
田
氏
之
族
一
有
〆故
敷
易
二姓
名
一。
而
芙
蓉
之
琥
、　
始
終
不
〆

更
。
海
内
莫
〆
示
〓識
而
蘊
以
二芙
蓉
一時
。

為
〆
人
敏
亮
有
′才
。

嘗
従
ニ

坊
城
菅
公
∴
習
二典
故
朝
儀
之
學
一。尤
耽
二
雅
好
ヽ
愛
一一書
甍
一。
凡
石
室
金

置
之
秘
、
名
蹟
碑
記
之
類
、
芳
捜
而
委
究
ｃ
博
物
張
記
、
キ
無
レ
比
也
。

以
レ
故
、
風
流
人
士
、
慕
而
帰
〆
之
、
資
と共
聞
識
↓
利
二
其
堕
定
一
其
名

慣
藉
「
藉
海
内
一云
。
至
〆於
二象
刻
之
妙
絶
二子
古
今
一固
不
〆待
〆論
。
海

内
皆
競
乞
而
珍
焉
。
王
父
」

（
碑
側
）
某
仕
ユ
水
戸
義
公
一
司
二
庫
蔵
一。

坐
ン事
免
／職
。
一去
而
居
工
甲
之
高
梨
一。
父
尤
軒
業
二
徳
本
氏
之
警
一。
而
生

不
〆好
防警
、
弱
冠
遊
二京
師
一
遂
至
レ
成
／名
。

天
明
癸
卯
、
宍
戸
典
聞
二

生
名
（
而
聘
ン之
。
乃
水
戸
別
封
也
。　
生
適
感
二
祖
先
所
ラ
由
而
應
〆之
。

甲
辰
二
月
、
翠
二
妻
子
一
来
二
江
戸
一
俄
確
レ
疾
。
裁
就
二
藩
邸
一
致
日
而

吸
。
賞
天
粥
四
年
甲
辰
四
月
二
十
四
日
也
。
年
六
十
三
。
垂
二十
小
石

河
之
無
量
院
一云
。
庚
家
悲
二其
意
〔
特
為
飾
〆
昭
以
襲
二葬
事
（
祝
二
上
士

之
例
一
妻
奥
田
氏
。　
一
女
年
十
三
。　
一
男
久
吾
、
甫
六
歳
。
此
其
紫
蜜

可
レ知
也
。
門
人
橘
茂
喬
輩
相
為
謀
、
立
隊偶
表
焉
。
因
謁
二余
銘
レ之
。

余
典
〆生
相
識
二
十
年
。　
以
下
周
劇
旋
官
利
一
無
歩
暇
、
久
不
二
相
面
一
終

至
い一永
訣
・。
聞
こ其
溢
逝
〔
為
」

（
碑
陰
）
〆之
側
側
痛
／
心
。
既
又
感
二茂

喬
之
誼
厚
一也
。
雖
下
周
コ
旋
官
剰
一郎
謝
中
筆
研
之
請
卜其
於
二
斯
睾
一也
、

安
能
思
然
。

略
叙
二其
状
｛
系
二之
銘
一日
、

懐
二故
土
一今
。
志
不
レ遂

。

裁
登
〆
仕
今
。

身
載
墜
。
蛙
夫
石
之
小

今
。
商
勒
者
千
百
幾
。
石
之
大
今
。
胡
為
子
獨
勒
／商
。

天
明
六
年
丙
午
四
月

淡
海
竺
常
撰
　
韓
天
壽
書
　
橘
茂
喬
建
井
刻

題
字
　
裕
毛
直
道
集
二池
無
名
書
こ

（
碑
側
）
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台
石
墓
偶
追
記

正
面

（
十
四
行
、
行
八
字
）

橘
茂
喬
、
嘗
造
二
此
芙
蓉
大
島
先
生
墓
偶
一。
有
／
故
而
不
〆得
〆
立
。
腔
三

火
災
↓
埋
二諸
地
下
一有
レ年
尖
。
終
不
〆遂
二其
志
一而
歿
。
今
斑
、
其
子

参
典
二直
道
一相
謀
、
篤
レ縫
二其
志
一焉
。
偶
得
二
羽
倉
君
之
助
↓
而
此
畢

成
尖
。
君
名
潮
。
字
太
沖
。

性
典
雅
、
最
耽
二国
書
〔
欽
引
慕
先
生
一者

深
尖
。
因
及
二於
此
一

文
化
壬
申
十
月

讃
岐
稲
毛
直
道
識
男
三
千
書

右
側

（
十

一
行
、
行
八
字
）

先
生
典
二池
無
名

・
韓
天
壽
↓
有
二兄
弟
之
交
一
其
遊
二名
山
一
探
違
既
険
↓

必
三
人
相
携
而
共
行
焉
。
困
二
人
同
号
日
≧
一岳
道
者
一。無
名
先
二先
生
一

没
、
天
壽
尚
存
。

而
書
二
此
墓
偶
一。
今
廣
就
一一無
名
之
書
一撥
集
、
以
作
二

題
字
一。
請
追
劇
成
共
志
一容
。

柄
毛
直
道
再
識

左
側

（
八
行
、
行
八
字
）

此
凋
刻
成
。
而
不
レ得
レ建
者
、
殆
三
十
年
。
今
偶
然
成
央
。
顧
先
生
遺

徳
、
益
頴
之
時
也
。
余
深
感
レ之
、
乃
謀
二寺
主
〔而
約
下永
世
不
′
可
二改

移
一之
言
い遂
鎖
以
為
〆
徴
云
。

羽
倉
潮
識

（
３
）

『
甲
州
儒
警
列
付
』
に
は

「
在
京
都
市
東
山

一
心
院
」
と
あ
る
。

（
４
）
峡
中
の
峡
に
つ
い
て
は
、
荻
生
佃
篠
が

『
峡
中
紀
行
』
の
中
で

「
賞

伽観
継
騨
織
幾残鈍
鰯
し鞠埒

あ

と

が

き

本
稿
で
は
芙
蓉
の
絵
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
出
白
に
つ
い
て
触
れ
る
に
と

ど
め
た
が
、
芙
蓉
に
関
す
る
記
載
に
関
し
て
は
、
印
人
と
し
て
の
側
面
は
柴
野

栗
曲
が

『
決
象
千
字
文
』
の
序
に
、
ま
た
蕉
中
禅
師
が

コ
函
右
居
印
譜
』
の
序

に
と
い
う
よ
う
に
数
多
く
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
乍
ら
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に

芙
蓉
の
画
家
と
し
て
の
研
究
は
未
だ
詳
細
を
論
じ
ら
れ
ず
、
芙
蓉
の
印
譜
に
見

る
画
家
も
相
当
数
に
の
ば
る
も
の
と
見
ら
れ
る
ｃ
当
時
の
画
壇
に
あ
っ
て
も
、

絵
画
的
側
面
で
そ
の
若
千
に
触
れ
た
が
、
時
代
を
等
し
く
す
る
画
家
で
は

『芙

蓉
山
房
私
印
譜
』
に
芙
蓉
の
白
猫
の
肖
像
画

（
写
真
）
を
描
い
た
円
山
應
挙
も

-128-―

円山應挙筆 高芙蓉肖像



影
響
下
に
あ
っ
た

一
人
で
あ
ろ
う
し
、
大
雅
の
晩
年
に
お
け
る
画
題
に
は
芙
蓉

の
題
と
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
時
代
に
お
け
る
中
国
絵
画
通
と
し
て
の
芙

蓉
は
大
雅
、
韓
天
壽
と
共
に
京
都
東
山
に
お
け
る
画
壇
の
論
客
と
し
て
、
自
ら

も
製
作
し
つ
つ
、
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

車
稿
で
あ
る
が
、
今
後
に
芙
蓉
作
品
の
多
く
を
調
査
し
、
ま
た
美
蓉
の
刻
ん

だ
印
譜
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
画
家
と
し
て
の
業
績
並
び
に
画
壇
に
お
け
る
影

響
力
や
関
連
す
る
国
家
に
つ
い
て
論
述
で
き
る
も
の
と
思
う
。

な
お
、
本
稿
は
昭
和
六
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
奨
励
研
究
９
に
よ
り
調

査
し
た

「高
芙
蓉
に
関
す
る
研
究
」
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
を
車
す
る
に
あ
た
り
、
本
研
究
調
査
の
為
に
近
世
絵
画
研
究
会
の
諸

氏
、
茨
城
県
歴
史
館
小
川
知
二
氏
、
藪
本
荘
五
郎
氏
、
小
林
荻
泉
堂
、
山
梨
県

立
図
書
館
郷
土
資
料
室
の
御
協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

∠ω
。

（
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）
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